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○

風
俗
営
業
等
の
規
制
及
び
業
務
の
適
正
化
等
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
百
二
十
二
号

（
抄
）

）

（
用
語
の
意
義
）

第
二
条

こ
の
法
律
に
お
い
て
「
風
俗
営
業
」
と
は
、
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
営
業
を
い
う
。

一

キ
ヤ
バ
レ
ー
そ
の
他
設
備
を
設
け
て
客
に
ダ
ン
ス
を
さ
せ
、
か
つ
、
客
の
接
待
を
し
て
客
に
飲
食
を
さ
せ
る
営
業

二

待
合
、
料
理
店
、
カ
フ
エ
ー
そ
の
他
設
備
を
設
け
て
客
の
接
待
を
し
て
客
に
遊
興
又
は
飲
食
を
さ
せ
る
営
業
（
前
号
に
該
当
す
る
営
業
を
除
く

）
。

三

ナ
イ
ト
ク
ラ
ブ
そ
の
他
設
備
を
設
け
て
客
に
ダ
ン
ス
を
さ
せ
、
か
つ
、
客
に
飲
食
を
さ
せ
る
営
業
（
第
一
号
に
該
当
す
る
営
業
を
除
く

）
。

四

ダ
ン
ス
ホ
ー
ル
そ
の
他
設
備
を
設
け
て
客
に
ダ
ン
ス
を
さ
せ
る
営
業
（
第
一
号
若
し
く
は
前
号
に
該
当
す
る
営
業
又
は
客
に
ダ
ン
ス
を
教
授
す
る
た
め
の
営
業
の
う

ち
ダ
ン
ス
を
教
授
す
る
者
（
政
令
で
定
め
る
ダ
ン
ス
の
教
授
に
関
す
る
講
習
を
受
け
そ
の
課
程
を
修
了
し
た
者
そ
の
他
ダ
ン
ス
を
正
規
に
教
授
す
る
能
力
を
有
す
る
者

と
し
て
政
令
で
定
め
る
者
に
限
る

）
が
客
に
ダ
ン
ス
を
教
授
す
る
場
合
に
の
み
客
に
ダ
ン
ス
を
さ
せ
る
営
業
を
除
く

）

。

。

五

喫
茶
店
、
バ
ー
そ
の
他
設
備
を
設
け
て
客
に
飲
食
を
さ
せ
る
営
業
で
、
国
家
公
安
委
員
会
規
則
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
計
つ
た
客
席
に
お
け
る
照
度
を
十
ル
ク
ス

以
下
と
し
て
営
む
も
の
（
第
一
号
か
ら
第
三
号
ま
で
に
掲
げ
る
営
業
と
し
て
営
む
も
の
を
除
く

）
。

六

喫
茶
店
、
バ
ー
そ
の
他
設
備
を
設
け
て
客
に
飲
食
を
さ
せ
る
営
業
で
、
他
か
ら
見
通
す
こ
と
が
困
難
で
あ
り
、
か
つ
、
そ
の
広
さ
が
五
平
方
メ
ー
ト
ル
以
下
で
あ
る

客
席
を
設
け
て
営
む
も
の

七

ま
あ
じ
や
ん
屋
、
ぱ
ち
ん
こ
屋
そ
の
他
設
備
を
設
け
て
客
に
射
幸
心
を
そ
そ
る
お
そ
れ
の
あ
る
遊
技
を
さ
せ
る
営
業

八

ス
ロ
ッ
ト
マ
シ
ン
、
テ
レ
ビ
ゲ
ー
ム
機
そ
の
他
の
遊
技
設
備
で
本
来
の
用
途
以
外
の
用
途
と
し
て
射
幸
心
を
そ
そ
る
お
そ
れ
の
あ
る
遊
技
に
用
い
る
こ
と
が
で
き
る

も
の
（
国
家
公
安
委
員
会
規
則
で
定
め
る
も
の
に
限
る

）
を
備
え
る
店
舗
そ
の
他
こ
れ
に
類
す
る
区
画
さ
れ
た
施
設
（
旅
館
業
そ
の
他
の
営
業
の
用
に
供
し
、
又
は

。

こ
れ
に
随
伴
す
る
施
設
で
政
令
で
定
め
る
も
の
を
除
く

）
に
お
い
て
当
該
遊
技
設
備
に
よ
り
客
に
遊
技
を
さ
せ
る
営
業
（
前
号
に
該
当
す
る
営
業
を
除
く

）

。

。

２

こ
の
法
律
に
お
い
て
「
風
俗
営
業
者
」
と
は
、
次
条
第
一
項
の
許
可
又
は
第
七
条
第
一
項
、
第
七
条
の
二
第
一
項
若
し
く
は
第
七
条
の
三
第
一
項
の
承
認
を
受
け
て
風

俗
営
業
を
営
む
者
を
い
う
。

３
〜

（
略
）

11
（
営
業
の
許
可
）

第
三
条

風
俗
営
業
を
営
も
う
と
す
る
者
は
、
風
俗
営
業
の
種
別
（
前
条
第
一
項
各
号
に
規
定
す
る
風
俗
営
業
の
種
別
を
い
う
。
以
下
同
じ

）
に
応
じ
て
、
営
業
所
ご
と

。

に
、
当
該
営
業
所
の
所
在
地
を
管
轄
す
る
都
道
府
県
公
安
委
員
会
（
以
下
「
公
安
委
員
会
」
と
い
う

）
の
許
可
を
受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

。

２

（
略
）

（
許
可
の
基
準
）
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第
四
条

（
略
）

２

公
安
委
員
会
は
、
前
条
第
一
項
の
許
可
の
申
請
に
係
る
営
業
所
に
つ
き
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
事
由
が
あ
る
と
き
は
、
許
可
を
し
て
は
な
ら
な
い
。

一

営
業
所
の
構
造
又
は
設
備
（
第
四
項
に
規
定
す
る
遊
技
機
を
除
く
。
第
九
条
、
第
十
条
の
二
第
二
項
第
三
号
、
第
十
二
条
及
び
第
三
十
九
条
第
二
項
第
七
号
に
お
い

て
同
じ

）
が
風
俗
営
業
の
種
別
に
応
じ
て
国
家
公
安
委
員
会
規
則
で
定
め
る
技
術
上
の
基
準
に
適
合
し
な
い
と
き
。

。

二

営
業
所
が
、
良
好
な
風
俗
環
境
を
保
全
す
る
た
め
特
に
そ
の
設
置
を
制
限
す
る
必
要
が
あ
る
も
の
と
し
て
政
令
で
定
め
る
基
準
に
従
い
都
道
府
県
の
条
例
で
定
め
る

地
域
内
に
あ
る
と
き
。

三

営
業
所
に
第
二
十
四
条
第
一
項
の
管
理
者
を
選
任
す
る
と
認
め
ら
れ
な
い
こ
と
に
つ
い
て
相
当
な
理
由
が
あ
る
と
き
。

３

公
安
委
員
会
は
、
前
条
第
一
項
の
許
可
又
は
第
七
条
第
一
項
、
第
七
条
の
二
第
一
項
若
し
く
は
第
七
条
の
三
第
一
項
の
承
認
を
受
け
て
営
ん
で
い
た
風
俗
営
業
の
営
業

所
が
火
災
、
震
災
そ
の
他
そ
の
者
の
責
め
に
帰
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
事
由
で
政
令
で
定
め
る
も
の
に
よ
り
滅
失
し
た
た
め
に
当
該
風
俗
営
業
を
廃
止
し
た
者
が
、
当
該

廃
止
し
た
風
俗
営
業
と
同
一
の
風
俗
営
業
の
種
別
の
風
俗
営
業
で
営
業
所
が
前
項
第
二
号
の
地
域
内
に
あ
る
も
の
に
つ
き
、
前
条
第
一
項
の
許
可
を
受
け
よ
う
と
す
る
場

合
に
お
い
て
、
当
該
許
可
の
申
請
が
次
の
各
号
の
い
ず
れ
に
も
該
当
す
る
と
き
は
、
前
項
第
二
号
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
許
可
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

一

当
該
風
俗
営
業
を
廃
止
し
た
日
か
ら
起
算
し
て
五
年
以
内
に
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
。

二

次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
こ
と
。

イ

当
該
滅
失
し
た
営
業
所
の
所
在
地
が
、
当
該
滅
失
前
か
ら
前
項
第
二
号
の
地
域
に
含
ま
れ
て
い
た
こ
と
。

ロ

当
該
滅
失
し
た
営
業
所
の
所
在
地
が
、
当
該
滅
失
以
降
に
前
項
第
二
号
の
地
域
に
含
ま
れ
る
こ
と
と
な
つ
た
こ
と
。

三

当
該
滅
失
し
た
営
業
所
と
お
お
む
ね
同
一
の
場
所
に
あ
る
営
業
所
に
つ
き
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
。

四

当
該
滅
失
し
た
営
業
所
と
お
お
む
ね
等
し
い
面
積
の
営
業
所
に
つ
き
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
。

４

第
二
条
第
一
項
第
七
号
の
営
業
（
ぱ
ち
ん
こ
屋
そ
の
他
政
令
で
定
め
る
も
の
に
限
る

）
に
つ
い
て
は
、
公
安
委
員
会
は
、
当
該
営
業
に
係
る
営
業
所
に
設
置
さ
れ
る

。

遊
技
機
が
著
し
く
客
の
射
幸
心
を
そ
そ
る
お
そ
れ
が
あ
る
も
の
と
し
て
国
家
公
安
委
員
会
規
則
で
定
め
る
基
準
に
該
当
す
る
も
の
で
あ
る
と
き
は
、
当
該
営
業
を
許
可
し

な
い
こ
と
が
で
き
る
。

（
構
造
及
び
設
備
の
変
更
等
）

、

、

（

。

。
）

第
九
条

風
俗
営
業
者
は

増
築

改
築
そ
の
他
の
行
為
に
よ
る
営
業
所
の
構
造
又
は
設
備
の
変
更

内
閣
府
令
で
定
め
る
軽
微
な
変
更
を
除
く

第
五
項
に
お
い
て
同
じ

を
し
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
国
家
公
安
委
員
会
規
則
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
あ
ら
か
じ
め
公
安
委
員
会
の
承
認
を
受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２
〜
５

（
略
）

（
遊
技
機
の
規
制
及
び
認
定
等
）
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第
二
十
条

第
四
条
第
四
項
に
規
定
す
る
営
業
を
営
む
風
俗
営
業
者
は
、
そ
の
営
業
所
に
、
著
し
く
客
の
射
幸
心
を
そ
そ
る
お
そ
れ
が
あ
る
も
の
と
し
て
同
項
の
国
家
公
安

委
員
会
規
則
で
定
め
る
基
準
に
該
当
す
る
遊
技
機
を
設
置
し
て
そ
の
営
業
を
営
ん
で
は
な
ら
な
い
。

２

前
項
の
風
俗
営
業
者
は
、
国
家
公
安
委
員
会
規
則
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
当
該
営
業
所
に
お
け
る
遊
技
機
に
つ
き
同
項
に
規
定
す
る
基
準
に
該
当
し
な
い
旨
の
公

安
委
員
会
の
認
定
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
。

３

国
家
公
安
委
員
会
は
、
政
令
で
定
め
る
種
類
の
遊
技
機
の
型
式
に
関
し
、
国
家
公
安
委
員
会
規
則
で
、
前
項
の
公
安
委
員
会
の
認
定
に
つ
き
必
要
な
技
術
上
の
規
格
を

定
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

４

前
項
の
規
格
が
定
め
ら
れ
た
場
合
に
お
い
て
は
、
遊
技
機
の
製
造
業
者
（
外
国
に
お
い
て
本
邦
に
輸
出
す
る
遊
技
機
を
製
造
す
る
者
を
含
む

）
又
は
輸
入
業
者
は
、

。

そ
の
製
造
し
、
又
は
輸
入
す
る
遊
技
機
の
型
式
が
同
項
の
規
定
に
よ
る
技
術
上
の
規
格
に
適
合
し
て
い
る
か
否
か
に
つ
い
て
公
安
委
員
会
の
検
定
を
受
け
る
こ
と
が
で
き

る
。

、

、

（

「

」

５

公
安
委
員
会
は

国
家
公
安
委
員
会
規
則
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り

第
二
項
の
認
定
又
は
前
項
の
検
定
に
必
要
な
試
験
の
実
施
に
関
す
る
事
務

以
下

試
験
事
務

と
い
う

）
の
全
部
又
は
一
部
を
、
一
般
社
団
法
人
又
は
一
般
財
団
法
人
で
あ
つ
て
、
当
該
事
務
を
適
正
か
つ
確
実
に
実
施
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
認
め
ら
れ
る
も
の
と

。

し
て
国
家
公
安
委
員
会
が
あ
ら
か
じ
め
指
定
す
る
者
（
以
下
「
指
定
試
験
機
関
」
と
い
う

）
に
行
わ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
。

。

６
・
７

（
略
）

８

都
道
府
県
は
、
第
二
項
の
認
定
、
第
四
項
の
検
定
又
は
第
五
項
の
試
験
に
係
る
手
数
料
の
徴
収
に
つ
い
て
は
、
政
令
で
定
め
る
者
か
ら
、
実
費
の
範
囲
内
に
お
い
て
、

遊
技
機
の
種
類
、
構
造
等
に
応
じ
、
当
該
認
定
、
検
定
又
は
試
験
の
事
務
の
特
性
を
勘
案
し
て
政
令
で
定
め
る
額
を
徴
収
す
る
こ
と
を
標
準
と
し
て
条
例
を
定
め
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。

９

前
項
の
場
合
に
お
い
て
は
、
都
道
府
県
は
、
条
例
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
第
五
項
の
指
定
試
験
機
関
が
行
う
試
験
に
係
る
手
数
料
を
当
該
指
定
試
験
機
関
へ
納
め

さ
せ
、
そ
の
収
入
と
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

第
九
条
第
一
項
、
第
二
項
及
び
第
三
項
第
二
号
の
規
定
は
、
第
一
項
の
風
俗
営
業
者
が
設
置
す
る
遊
技
機
の
増
設
、
交
替
そ
の
他
の
変
更
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
こ
の

10
場
合
に
お
い
て
、
同
条
第
二
項
中
「
第
四
条
第
二
項
第
一
号
の
技
術
上
の
基
準
及
び
」
と
あ
る
の
は

「
第
四
条
第
四
項
の
基
準
に
該
当
せ
ず
、
か
つ

」
と
読
み
替
え

、

、

る
も
の
と
す
る
。

第
四
項
の
型
式
の
検
定
、
第
五
項
の
指
定
試
験
機
関
そ
の
他
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
認
定
及
び
前
項
に
お
い
て
準
用
す
る
第
九
条
第
一
項
の
承
認
に
関
し
必
要
な
事
項

11
は
、
国
家
公
安
委
員
会
規
則
で
定
め
る
。

（
手
数
料
）

第
四
十
三
条

都
道
府
県
は
、
第
三
条
第
一
項
の
許
可
又
は
第
二
十
条
第
十
項
に
お
い
て
準
用
す
る
第
九
条
第
一
項
の
承
認
に
係
る
手
数
料
の
徴
収
に
つ
い
て
は
、
政
令
で
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定
め
る
者
か
ら
、
実
費
を
勘
案
し
て
政
令
で
定
め
る
額
（
第
四
条
第
四
項
に
規
定
す
る
営
業
に
係
る
営
業
所
に
設
置
す
る
遊
技
機
に
第
二
十
条
第
二
項
の
認
定
を
受
け
た

遊
技
機
以
外
の
遊
技
機
（
同
条
第
四
項
の
検
定
を
受
け
た
型
式
に
属
す
る
も
の
を
除
く

）
が
あ
る
場
合
に
あ
つ
て
は
、
実
費
の
範
囲
内
に
お
い
て
同
条
第
八
項
の
政
令

。

で
定
め
る
認
定
の
事
務
に
係
る
手
数
料
の
額
を
勘
案
し
て
政
令
で
定
め
る
額
）
を
徴
収
す
る
こ
と
を
標
準
と
し
て
条
例
を
定
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

○

風
俗
営
業
等
の
規
制
及
び
業
務
の
適
正
化
等
に
関
す
る
法
律
施
行
令
（
昭
和
五
十
九
年
政
令
第
三
百
十
九
号

（
抄
）

）

（
風
俗
営
業
の
許
可
に
係
る
営
業
制
限
地
域
の
指
定
に
関
す
る
条
例
の
基
準
）

第
六
条

法
第
四
条
第
二
項
第
二
号
の
政
令
で
定
め
る
基
準
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

一

風
俗
営
業
の
営
業
所
の
設
置
を
制
限
す
る
地
域
（
以
下
「
制
限
地
域
」
と
い
う

）
の
指
定
は
、
次
に
掲
げ
る
地
域
内
の
地
域
に
つ
い
て
行
う
こ
と
。

。

イ

住
居
が
多
数
集
合
し
て
お
り
、
住
居
以
外
の
用
途
に
供
さ
れ
る
土
地
が
少
な
い
地
域
（
以
下
「
住
居
集
合
地
域
」
と
い
う

）
。

ロ

そ
の
他
の
地
域
の
う
ち
、
学
校
そ
の
他
の
施
設
で
学
生
等
の
そ
の
利
用
者
の
構
成
そ
の
他
の
そ
の
特
性
に
か
ん
が
み
特
に
そ
の
周
辺
に
お
け
る
良
好
な
風
俗
環
境

を
保
全
す
る
必
要
が
あ
る
施
設
と
し
て
都
道
府
県
の
条
例
で
定
め
る
も
の
の
周
辺
の
地
域

二

前
号
ロ
に
掲
げ
る
地
域
内
の
地
域
に
つ
き
制
限
地
域
の
指
定
を
行
う
場
合
に
は
、
当
該
施
設
の
敷
地
（
こ
れ
ら
の
用
に
供
す
る
も
の
と
決
定
し
た
土
地
を
含
む

）
。

の
周
囲
お
お
む
ね
百
メ
ー
ト
ル
の
区
域
を
限
度
と
し
、
そ
の
区
域
内
の
地
域
に
つ
き
指
定
を
行
う
こ
と
。

三

前
二
号
の
規
定
に
よ
る
制
限
地
域
の
指
定
は
、
風
俗
営
業
の
種
類
及
び
営
業
の
態
様
、
地
域
の
特
性
、
第
一
号
ロ
に
規
定
す
る
施
設
の
特
性
、
既
設
の
風
俗
営
業
の

営
業
所
の
数
そ
の
他
の
事
情
に
応
じ
て
、
良
好
な
風
俗
環
境
を
保
全
す
る
た
め
必
要
な
最
小
限
度
の
も
の
で
あ
る
こ
と
。

（
法
第
四
条
第
三
項
の
政
令
で
定
め
る
事
由
）

第
六
条
の
二

法
第
四
条
第
三
項
の
政
令
で
定
め
る
事
由
は
、
次
に
掲
げ
る
も
の
と
す
る
。

一

暴
風
、
豪
雨
そ
の
他
の
異
常
な
自
然
現
象
に
よ
り
生
ず
る
被
害
又
は
火
薬
類
の
爆
発
、
交
通
事
故
そ
の
他
の
人
為
に
よ
る
異
常
な
災
害
若
し
く
は
事
故
（
当
該
風
俗

営
業
者
の
責
め
に
帰
す
べ
き
事
由
に
よ
り
生
じ
た
災
害
又
は
事
故
を
除
く

）
で
あ
つ
て
、
火
災
又
は
震
災
以
外
の
も
の

。

二

消
防
法
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
百
八
十
六
号
）
第
二
十
九
条
第
一
項
か
ら
第
三
項
ま
で
の
規
定
そ
の
他
火
災
若
し
く
は
震
災
又
は
前
号
に
規
定
す
る
災
害
若
し
く

は
事
故
の
発
生
又
は
拡
大
を
防
止
す
る
た
め
の
措
置
に
関
す
る
法
令
の
規
定
に
基
づ
く
措
置

三

火
災
若
し
く
は
震
災
又
は
前
二
号
に
掲
げ
る
事
由
に
よ
り
当
該
営
業
所
に
滅
失
に
至
ら
な
い
破
損
が
生
じ
た
場
合
に
お
い
て
、
関
係
法
令
の
規
定
を
遵
守
す
る
た
め

に
は
当
該
営
業
所
の
除
却
を
行
つ
た
上
で
こ
れ
を
改
築
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
場
合
に
お
け
る
当
該
除
却

四

次
に
掲
げ
る
法
律
の
規
定
に
よ
る
勧
告
又
は
命
令
に
従
つ
て
行
う
除
却

イ

消
防
法
第
五
条
第
一
項



- 5 -

ロ

建
築
基
準
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
二
百
一
号
）
第
十
条
第
一
項
か
ら
第
三
項
ま
で
又
は
第
十
一
条
第
一
項

ハ

高
速
自
動
車
国
道
法
（
昭
和
三
十
二
年
法
律
第
七
十
九
号
）
第
十
四
条
第
三
項

ニ

密
集
市
街
地
に
お
け
る
防
災
街
区
の
整
備
の
促
進
に
関
す
る
法
律
（
平
成
九
年
法
律
第
四
十
九
号
）
第
十
三
条
第
一
項

五

土
地
収
用
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百
十
九
号
）
そ
の
他
の
法
律
の
規
定
に
よ
り
土
地
を
収
用
し
、
又
は
使
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
公
共
の
利
益
と
な
る
事
業

の
施
行
に
伴
う
除
却

六

土
地
区
画
整
理
法
（
昭
和
二
十
九
年
法
律
第
百
十
九
号
）
第
二
条
第
一
項
に
規
定
す
る
土
地
区
画
整
理
事
業
そ
の
他
公
共
施
設
の
整
備
又
は
土
地
利
用
の
増
進
を
図

る
た
め
関
係
法
令
の
規
定
に
従
つ
て
行
わ
れ
る
事
業
（
当
該
風
俗
営
業
者
を
個
人
施
行
者
と
す
る
も
の
を
除
く

）
の
施
行
に
伴
う
換
地
又
は
権
利
変
換
の
た
め
の
除

。

却
七

建
物
の
区
分
所
有
等
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
三
十
七
年
法
律
第
六
十
九
号
）
第
六
十
二
条
第
一
項
に
規
定
す
る
建
替
え
決
議
又
は
同
法
第
七
十
条
第
一
項
に
規
定
す

る
一
括
建
替
え
決
議
の
内
容
に
よ
り
行
う
建
替
え

（
法
第
四
条
第
四
項
の
政
令
で
定
め
る
営
業
）

第
七
条

法
第
四
条
第
四
項
の
政
令
で
定
め
る
営
業
は
、
回
胴
式
遊
技
機
、
ア
レ
ン
ジ
ボ
ー
ル
遊
技
機
、
じ
や
ん
球
遊
技
機
そ
の
他
法
第
二
十
三
条
第
一
項
第
三
号
に
規
定

す
る
遊
技
球
等
の
数
量
又
は
数
字
に
よ
り
遊
技
の
結
果
を
表
示
す
る
遊
技
機
を
設
置
し
て
客
に
遊
技
を
さ
せ
る
営
業
で
、
当
該
遊
技
の
結
果
に
応
じ
賞
品
を
提
供
し
て
営

む
も
の
と
す
る
。

（
法
第
二
十
条
第
八
項
の
政
令
で
定
め
る
者
及
び
額
）

第
十
条
の
二

法
第
二
十
条
第
八
項
の
政
令
で
定
め
る
者
は
、
次
の
表
の
上
欄
に
掲
げ
る
者
と
し
、
同
項
の
政
令
で
定
め
る
額
は
、
同
表
の
上
欄
に
掲
げ
る
者
に
つ
い
て
、

同
表
の
中
欄
に
掲
げ
る
区
分
に
従
い
、
そ
れ
ぞ
れ
同
表
の
下
欄
に
定
め
る
額
と
す
る
。

政
令
で
定
め
る
者

区

分

政

令

で

定

め

る

額

一

法
第
二
十
条

㈠

法
第
二
十
条
第
五
項
の
指
定
試
験
機
関
（
以
下
単
に
「
指
定
試
験
機
関
」
と
い
う

）
が
行
う
認
定
に
必
要
な

二
千
七
百
円

。

第
二
項
の
認
定

試
験
（
以
下
「
遊
技
機
試
験
」
と
い
う

）
を
受
け
た
遊
技
機
に
つ
い
て
認
定
を
受
け
よ
う
と
す
る
場
合

。

以
下
単
に

認

㈡

法
第
二
十
条
第
四
項
の
検
定
（
以
下
単
に
「
検
定
」
と
い
う

）
を
受
け
た
型
式
に
属
す
る
遊
技
機
（
遊
技
機

二
千
七
百
二
十
円

（

「

。

定

と
い
う

試
験
を
受
け
た
も
の
を
除
く

）
に
つ
い
て
認
定
を
受
け
よ
う
と
す
る
場
合

」

。
）

。

を
受
け
よ
う
と

㈢
㈠

又
は㈡

の
遊
技
機
以
外
の
遊
技
機
に
つ
い
て
認
定
を
受
け
よ
う
と
す
る
場
合

す
る
者

１

ぱ
ち
ん
こ
遊
技
機

（

「

」

⑴

入
賞
を
容
易
に
す
る
た
め
の
装
置
で
あ
つ
て
国
家
公
安
委
員
会
規
則
で
定
め
る
も
の

以
下

特
定
装
置
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と
い
う

）
が
設
け
ら
れ
て
い
る
も
の
（
当
該
特
定
装
置
を
連
続
し
て
作
動
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
に

。

限
る

）
。マ

イ
ク
ロ
プ
ロ
セ
ッ
サ
ー
（
電
子
計
算
機
の
中
央
演
算
処
理
装
置
を
構
成
す
る
集
積
回
路
を
い
う
。
以

三
万
千
七
百
円

(ⅰ)
下
同
じ

）
を
内
蔵
す
る
も
の

。
に
掲
げ
る
も
の
以
外
の
も
の

八
千
二
百
円

(ⅱ)

(ⅰ)

⑵

特
定
装
置
が
設
け
ら
れ
て
い
る
も
の
（⑴

に
掲
げ
る
も
の
を
除
く

）
。

マ
イ
ク
ロ
プ
ロ
セ
ッ
サ
ー
を
内
蔵
す
る
も
の

二
万
四
千
七
百
円

(ⅰ)

に
掲
げ
る
も
の
以
外
の
も
の

八
千
二
百
円

(ⅱ)

(ⅰ)
⑶

⑴
又
は⑵

に
掲
げ
る
も
の
以
外
の
も
の

五
千
九
百
円

２

回
胴
式
遊
技
機

⑴

マ
イ
ク
ロ
プ
ロ
セ
ッ
サ
ー
を
内
蔵
す
る
も
の

五
万
九
千
七
百
円

⑵
⑴

に
掲
げ
る
も
の
以
外
の
も
の

一
万
四
千
七
百
円

３

ア
レ
ン
ジ
ボ
ー
ル
遊
技
機

⑴

マ
イ
ク
ロ
プ
ロ
セ
ッ
サ
ー
を
内
蔵
す
る
も
の

三
万
七
百
円

⑵
⑴

に
掲
げ
る
も
の
以
外
の
も
の

一
万
八
百
円

４

じ
や
ん
球
遊
技
機

⑴

マ
イ
ク
ロ
プ
ロ
セ
ッ
サ
ー
を
内
蔵
す
る
も
の

三
万
七
百
円

⑵
⑴

に
掲
げ
る
も
の
以
外
の
も
の

一
万
八
百
円

５

１
か
ら
４
ま
で
に
掲
げ
る
遊
技
機
以
外
の
遊
技
機

⑴

マ
イ
ク
ロ
プ
ロ
セ
ッ
サ
ー
を
内
蔵
す
る
も
の

二
万
四
千
七
百
円

⑵
⑴

に
掲
げ
る
も
の
以
外
の
も
の

三
千
六
百
八
十
円

二

検
定
を
受
け

㈠

指
定
試
験
機
関
が
行
う
検
定
に
必
要
な
試
験
（
以
下
「
型
式
試
験
」
と
い
う

）
を
受
け
た
型
式
に
つ
い
て
検

六
千
三
百
円

。

よ
う
と
す
る
者

定
を
受
け
よ
う
と
す
る
場
合

㈡

検
定
を
受
け
よ
う
と
す
る
都
道
府
県
公
安
委
員
会
以
外
の
都
道
府
県
公
安
委
員
会
の
検
定
を
受
け
た
型
式
（
型

一
万
八
千
円

式
試
験
を
受
け
た
も
の
を
除
く

）
に
つ
い
て
検
定
を
受
け
よ
う
と
す
る
場
合

。
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㈢
㈠

又
は㈡

の
型
式
以
外
の
型
式
に
つ
い
て
検
定
を
受
け
よ
う
と
す
る
場
合

１

ぱ
ち
ん
こ
遊
技
機

⑴

特
定
装
置
が
設
け
ら
れ
て
い
る
も
の
（
当
該
特
定
装
置
を
連
続
し
て
作
動
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
に

限
る

）
。マ

イ
ク
ロ
プ
ロ
セ
ッ
サ
ー
を
内
蔵
す
る
も
の

百
五
十
三
万
円

(ⅰ)

に
掲
げ
る
も
の
以
外
の
も
の

二
十
九
万
六
千
円

(ⅱ)

(ⅰ)

⑵

特
定
装
置
が
設
け
ら
れ
て
い
る
も
の
（⑴

に
掲
げ
る
も
の
を
除
く

）
。

マ
イ
ク
ロ
プ
ロ
セ
ッ
サ
ー
を
内
蔵
す
る
も
の

百
十
四
万
千
円

(ⅰ)

に
掲
げ
る
も
の
以
外
の
も
の

二
十
九
万
六
千
円

(ⅱ)

(ⅰ)

⑶
⑴

又
は⑵

に
掲
げ
る
も
の
以
外
の
も
の

十
七
万
四
千
円

２

回
胴
式
遊
技
機

⑴

マ
イ
ク
ロ
プ
ロ
セ
ッ
サ
ー
を
内
蔵
す
る
も
の

百
八
十
一
万
六
千
円

⑵
⑴

に
掲
げ
る
も
の
以
外
の
も
の

三
十
九
万
九
千
円

３

ア
レ
ン
ジ
ボ
ー
ル
遊
技
機

⑴

マ
イ
ク
ロ
プ
ロ
セ
ッ
サ
ー
を
内
蔵
す
る
も
の

百
十
九
万
三
千
円

⑵
⑴

に
掲
げ
る
も
の
以
外
の
も
の

三
十
四
万
九
千
円

４

じ
や
ん
球
遊
技
機

⑴

マ
イ
ク
ロ
プ
ロ
セ
ッ
サ
ー
を
内
蔵
す
る
も
の

百
十
九
万
二
千
円

⑵
⑴

に
掲
げ
る
も
の
以
外
の
も
の

三
十
四
万
八
千
円

三

遊
技
機
試
験

㈠

ぱ
ち
ん
こ
遊
技
機
に
つ
い
て
遊
技
機
試
験
を
受
け
よ
う
と
す
る
場
合

を
受
け
よ
う
と

１

特
定
装
置
が
設
け
ら
れ
て
い
る
も
の
（
当
該
特
定
装
置
を
連
続
し
て
作
動
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
に
限

す
る
者

る

）
。

⑴

マ
イ
ク
ロ
プ
ロ
セ
ッ
サ
ー
を
内
蔵
す
る
も
の

三
万
二
千
三
百
円

⑵
⑴

に
掲
げ
る
も
の
以
外
の
も
の

八
千
百
円

２

特
定
装
置
が
設
け
ら
れ
て
い
る
も
の
（

に
掲
げ
る
も
の
を
除
く

）
。

１
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⑴

マ
イ
ク
ロ
プ
ロ
セ
ッ
サ
ー
を
内
蔵
す
る
も
の

二
万
五
千
三
百
円

⑵
⑴

に
掲
げ
る
も
の
以
外
の
も
の

八
千
百
円

３

１
又
は
２
に
掲
げ
る
も
の
以
外
の
も
の

五
千
七
百
円

㈡

回
胴
式
遊
技
機
に
つ
い
て
遊
技
機
試
験
を
受
け
よ
う
と
す
る
場
合

１

マ
イ
ク
ロ
プ
ロ
セ
ッ
サ
ー
を
内
蔵
す
る
も
の

六
万
二
千
三
百
円

２

１
に
掲
げ
る
も
の
以
外
の
も
の

一
万
五
千
三
百
円

㈢
ア
レ
ン
ジ
ボ
ー
ル
遊
技
機
に
つ
い
て
遊
技
機
試
験
を
受
け
よ
う
と
す
る
場
合

１

マ
イ
ク
ロ
プ
ロ
セ
ッ
サ
ー
を
内
蔵
す
る
も
の

三
万
千
三
百
円

２

１
に
掲
げ
る
も
の
以
外
の
も
の

一
万
八
百
円

㈣

じ
や
ん
球
遊
技
機
に
つ
い
て
遊
技
機
試
験
を
受
け
よ
う
と
す
る
場
合

１

マ
イ
ク
ロ
プ
ロ
セ
ッ
サ
ー
を
内
蔵
す
る
も
の

三
万
千
三
百
円

２

１
に
掲
げ
る
も
の
以
外
の
も
の

一
万
八
百
円

㈤
㈠

か
ら㈣

ま
で
に
掲
げ
る
遊
技
機
以
外
の
遊
技
機
に
つ
い
て
遊
技
機
試
験
を
受
け
よ
う
と
す
る
場
合

１

マ
イ
ク
ロ
プ
ロ
セ
ッ
サ
ー
を
内
蔵
す
る
も
の

二
万
五
千
三
百
円

２

１
に
掲
げ
る
も
の
以
外
の
も
の

三
千
三
百
円

四

型
式
試
験
を

㈠

ぱ
ち
ん
こ
遊
技
機
の
型
式
に
つ
い
て
型
式
試
験
を
受
け
よ
う
と
す
る
場
合

受
け
よ
う
と
す

１

特
定
装
置
が
設
け
ら
れ
て
い
る
も
の
（
当
該
特
定
装
置
を
連
続
し
て
作
動
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
に
限

る
者

る

）
。

⑴

マ
イ
ク
ロ
プ
ロ
セ
ッ
サ
ー
を
内
蔵
す
る
も
の

百
五
十
二
万
四
千
二
百
円

⑵
⑴

に
掲
げ
る
も
の
以
外
の
も
の

二
十
九
万
二
百
円

２

特
定
装
置
が
設
け
ら
れ
て
い
る
も
の
（

に
掲
げ
る
も
の
を
除
く

）
。

１

⑴

マ
イ
ク
ロ
プ
ロ
セ
ッ
サ
ー
を
内
蔵
す
る
も
の

百
十
三
万
五
千
二
百
円

⑵
⑴

に
掲
げ
る
も
の
以
外
の
も
の

二
十
九
万
二
百
円

３

１
又
は
２
に
掲
げ
る
も
の
以
外
の
も
の

十
六
万
八
千
二
百
円

㈡

回
胴
式
遊
技
機
の
型
式
に
つ
い
て
型
式
試
験
を
受
け
よ
う
と
す
る
場
合
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１

マ
イ
ク
ロ
プ
ロ
セ
ッ
サ
ー
を
内
蔵
す
る
も
の

百
八
十
一
万
二
百
円

２

１
に
掲
げ
る
も
の
以
外
の
も
の

三
十
九
万
三
千
二
百
円

㈢

ア
レ
ン
ジ
ボ
ー
ル
遊
技
機
の
型
式
に
つ
い
て
型
式
試
験
を
受
け
よ
う
と
す
る
場
合

１

マ
イ
ク
ロ
プ
ロ
セ
ッ
サ
ー
を
内
蔵
す
る
も
の

百
十
八
万
七
千
二
百
円

２

１
に
掲
げ
る
も
の
以
外
の
も
の

三
十
四
万
三
千
二
百
円

㈣

じ
や
ん
球
遊
技
機
の
型
式
に
つ
い
て
型
式
試
験
を
受
け
よ
う
と
す
る
場
合

１

マ
イ
ク
ロ
プ
ロ
セ
ッ
サ
ー
を
内
蔵
す
る
も
の

百
十
八
万
六
千
二
百
円

２

１
に
掲
げ
る
も
の
以
外
の
も
の

三
十
四
万
二
千
二
百
円

備
考一

認
定
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
が
当
該
都
道
府
県
に
お
い
て
同
時
に
他
の
遊
技
機
に
つ
い
て
認
定
を
受
け
よ
う
と
す
る
場
合
に
お
け
る
当
該
他
の
遊
技
機
に
係

る
法
第
二
十
条
第
八
項
の
政
令
で
定
め
る
額
は
、
そ
れ
ぞ
れ
一
の
項
の
下
欄
に
定
め
る
額
か
ら
二
千
七
百
円
を
減
じ
た
額
と
す
る
。

二

遊
技
機
試
験
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
が
当
該
都
道
府
県
に
お
い
て
同
時
に
他
の
遊
技
機
に
つ
い
て
遊
技
機
試
験
を
受
け
よ
う
と
す
る
場
合
に
お
け
る
当
該
他

の
遊
技
機
に
係
る
法
第
二
十
条
第
八
項
の
政
令
で
定
め
る
額
は
、
そ
れ
ぞ
れ
三
の
項
の
下
欄
に
定
め
る
額
か
ら
二
千
三
百
円
を
減
じ
た
額
と
す
る
。

（
法
第
四
十
三
条
の
政
令
で
定
め
る
者
及
び
額
）

第
十
六
条

法
第
四
十
三
条
の
政
令
で
定
め
る
者
は
、
次
の
表
の
上
欄
に
掲
げ
る
者
と
し
、
同
条
の
政
令
で
定
め
る
額
は
、
同
表
の
上
欄
に
掲
げ
る
者
に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ

れ
同
表
の
下
欄
に
定
め
る
額
と
す
る
。

政

令

で

定

め

る

者

政

令

で

定

め

る

額

一

法
第
三
条
第
一
項
の
許
可
（
以
下
単
に
「

許
可
」
と
い
う

）
を
受
け
よ
う
と
す
る
者

。

㈠

ぱ
ち
ん
こ
屋
又
は
第
七
条
に
規
定
す
る
営
業
に
つ
い
て
許
可
を
受
け
よ
う
と
す
る
場
合
で
営
業

所
に
設
置
す
る
遊
技
機
に
認
定
を
受
け
た
遊
技
機
以
外
の
遊
技
機
が
な
い
と
き
。

１

三
月
以
内
の
期
間
を
限
つ
て
営
む
営
業

一
万
六
千
円

２

そ
の
他
の
営
業

二
万
七
千
円

㈡

ぱ
ち
ん
こ
屋
又
は
第
七
条
に
規
定
す
る
営
業
に
つ
い
て
許
可
を
受
け
よ
う
と
す
る
場
合
で
営
業

㈠

又
は

に
定
め
る
額
に
、
認
定
を
受
け
た
遊
技
機
以
外

１

２

所
に
設
置
す
る
遊
技
機
に
認
定
を
受
け
た
遊
技
機
以
外
の
遊
技
機
が
あ
る
と
き
。

の
遊
技
機
一
台
ご
と
に
二
十
円
（
検
定
を
受
け
た
型
式
に
属

す
る
遊
技
機
以
外
の
遊
技
機
に
つ
い
て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
第
十
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条
の
二
の
表
の
一
の
項
の㈢

の
下
欄
に
定
め
る
額
か
ら
二
千

七
百
円
を
減
じ
た
額
）
を
加
算
し
た
額

㈢

ぱ
ち
ん
こ
屋
及
び
第
七
条
に
規
定
す
る
営
業
以
外
の
風
俗
営
業
に
つ
い
て
許
可
を
受
け
よ
う
と

す
る
場
合

１

三
月
以
内
の
期
間
を
限
つ
て
営
む
営
業

一
万
五
千
円

２

そ
の
他
の
営
業

二
万
七
千
円

二

法
第
二
十
条
第
十
項
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
九
条
第
一
項
の
承
認
（
以
下
単
に
「
承
認
」
と
い

う

）
を
受
け
よ
う
と
す
る
者

。

㈠

承
認
を
受
け
よ
う
と
す
る
遊
技
機
に
認
定
を
受
け
た
遊
技
機
以
外
の
遊
技
機
が
な
い
場
合

三
千
四
百
円

㈡

承
認
を
受
け
よ
う
と
す
る
遊
技
機
に
認
定
を
受
け
た
遊
技
機
以
外
の
遊
技
機
が
あ
る
場
合

三
千
四
百
円
に
、
認
定
を
受
け
た
遊
技
機
以
外
の
遊
技
機
一

台
ご
と
に
二
十
円
（
検
定
を
受
け
た
型
式
に
属
す
る
遊
技
機

以
外
の
遊
技
機
に
つ
い
て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
第
十
条
の
二
の
表

の
一
の
項
の㈢

の
下
欄
に
定
め
る
額
か
ら
二
千
七
百
円
を
減

じ
た
額
）
を
加
算
し
た
額

備
考一

許
可
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
が
当
該
都
道
府
県
に
お
い
て
同
時
に
他
の
許
可
を
受
け
よ
う
と
す
る
場
合
に
お
け
る
当
該
他
の
許
可
に
係
る
政
令
で
定
め
る
額

は
、
そ
れ
ぞ
れ
一
の
項
の
下
欄
に
定
め
る
額
か
ら
九
千
三
百
円
を
減
じ
た
額
と
す
る
。

二

法
第
四
条
第
三
項
の
規
定
が
適
用
さ
れ
る
営
業
所
に
つ
き
許
可
を
受
け
よ
う
と
す
る
場
合
に
お
け
る
政
令
で
定
め
る
額
は
、
そ
れ
ぞ
れ
一
の
項
の
下
欄
に
定

め
る
額
に
七
千
四
百
円
を
加
算
し
た
額
と
す
る
。


